
『
世
界
少
年
少
女
文
学
全
集
』
「
古
事
記
物
語
」
の
位
相 

 
 

―
再
話
さ
れ
た
日
本
の
神
話
の
考
察
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は
じ
め
に 

 

一
九
五
〇
年
か
ら
六
〇
年
は
、
少
年
少
女
向
け
の
文
学
全
集
が
数
多
く
出
版
さ
れ
た
。

そ
の
中
で
も
創
元
社
の
『
世
界
少
年
少
女
文
学
全
集
』
は
良
書
と
さ
れ
る
（
１
）
。
一

九
五
三
年
〔
昭
和
二
八
〕
）
か
ら
五
六
年
〔
昭
和
三
十
一
〕
の
四
年
間
に
五
十
巻
が
刊
行

さ
れ
、
第
Ⅱ
部
と
し
て
十
八
巻
が
加
え
ら
れ
て
い
る
（
２
）
。
日
本
の
作
品
は
、 

 

『
日
本
編
１ 

日
本
童
話
集
』
28 

 
 
 

坪
田
譲
治
著 

（
「
つ
る
の
恩
が
え
し
」
「
う
ぐ
い
す
の
ほ
け
き
ょ
う
」
「
み
そ 

 
 

 

さ
ざ
い
」
ほ
か
七
十
一
話
）
一
九
五
四
年
〔
昭
和
二
十
九
〕
八
月
。 

 

『
日
本
編
２ 

日
本
古
典
文
学
集
』
29 

 
 
 

林 

房
雄
・
川
端
康
成
・
片
桐
顕
智
・
中
村
正
爾
・
高
木 

卓
・
堀
尾 

勉
・
北
村 

 
 

 

寿
夫
訳
（
「
古
事
記
物
語
」
「
竹
取
物
語
」
「
今
昔
物
語
」
「
堤
中
納
言
物
語
」 

 
 

 

「
宇
治
拾
遺
物
語
」
「
義
経
記
」
「
お
と
ぎ
草
子
」
「
狂
言
」
「
雨
月
物
語
」
） 

 
 
 

一
九
五
五
年
〔
昭
和
三
十
〇
〕
二
月
。 

 

『
日
本
編
３ 

文
芸
童
話
集
』
30 

 
 
 

森
鴎
外
ほ
か
十
六
名
代
表
作 

（
「
山
椒
大
夫
」
森
鴎
外
・
「
耳
な
し
芳
一
の
話
」 

 
 

 

小
泉
八
雲
（
光
吉
夏
彌
訳
）
・
「
お
ん
ど
り
の
冒
険
」
島
崎
藤
村
ほ
か
三
十
三 

 
 
 

話
）
一
九
五
三
年
〔
昭
和
二
十
八
〕
九
月
。 

 

『
日
本
編
４ 

日
本
古
典
文
学
集
（
続
）
』
44 

 
 
 

中
村
正
爾
・
冨
倉
徳
次
郎
・
井
元
農
一
・
高
木 

卓
・
杉
浦
久
英
・
野
上 

彰
・ 

 
 

 

林 

房
雄
訳
（
「
落
窪
物
語
」
「
平
家
物
語
」
「
中
世
説
話
物
語
」
「
曽
我
物
語
」 

 
 

 

「
西
鶴
諸
国
話
」
「
東
海
道
中
膝
栗
毛
」
「
弓
張
月
物
語
」
） 

 
 
 

一
九
五
六
年
〔
昭
和
三
十
一
〕
五
月
。 

 

『
日
本
編
５ 

現
代
童
話
集
』
45 

 
 
 

小
川
未
明
・
坪
田
譲
治
・
浜
田
広
介
・
塚
原
健
二
郎
・
青
木
茂
ほ
か
二
十
一
名 

 
 

 

代
表
作
品
（
「
大
万
化
狐
」
青
木
茂
・
「
十
二
歳
の
半
年
」
北
畠
八
穂
ほ
か
三 

 
 

 

十
三
話
）
一
九
五
六
年
〔
昭
和
三
十
一
〕
三
月
。 

の
四
冊
が
編
ま
れ
、
第
二
部
と
し
て
、 

 

『
現
代
少
年
少
女
小
説
集
』
13  

 
 
 

吉
屋
信
子
・
川
端
康
成
・
阿
部
知
二
（
「
花
物
語
」
「
万
葉
姉
妹
」
「
新
聞
小 

 
 
 

僧
」
）
一
九
五
八
年
〔
昭
和
三
十
三
〕
三
月
。 

の
一
冊
が
加
え
ら
れ
た
。
林 

房
雄
（
３
）
の
執
筆
し
た
「
古
事
記
物
語
」
（
以
下
、
「
林

古
事
記
物
語
」
と
称
す
）
は
、
先
に
刊
行
さ
れ
た
第
二
十
九
巻
の
は
じ
め
に
収
め
ら
れ
る
。 

 

本
稿
は
、
「
林
古
事
記
物
語
」
を
読
む
こ
と
で
、
一
九
五
〇
年
代
に
、
児
童
文
学
と

し
て
再
話
さ
れ
た
日
本
の
神
話
の
在
り
方
を
考
察
す
る
一
助
と
し
た
い
。 

 

一
、
「
解
説
」
の
考
察  

 
 

は
じ
め
に
、
巻
末
の
「
解
説
」
か
ら
、
作
者
の
執
筆
姿
勢
を
確
認
す
る
。
便
宜
的
に

二
分
す
る
と
、
前
半
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 
 
 

古
事
記
は
、
日
本
の
美
し
い
神
話
で
あ
り
、
日
本
人
の
手
で
さ
い
し
ょ
に
書
か 

 
 
 

れ
た
歴
史
で
あ
る
。 

 
 
 

こ
れ
を
現
代
語
に
な
お
し
て
、
少
年
少
女
の
た
め
の
物
語
を
つ
く
る
こ
と
は
、 

 
 

「
旧
約
聖
書
」
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
た
い
へ
ん
む
ず
か
し
い
。
こ
の
む
ず
か 

 
 

し
い
し
ご
と
を
、
今
か
ら
三
十
年
ほ
ど
ま
え
、
わ
た
し
が
ま
だ
中
学
生
で
あ
っ
た 

 
 

こ
ろ
、
鈴
木
三
重
吉
氏
が
有
名
な
「
古
事
記
物
語
」
を
書
き
あ
げ
た
。
鈴
木
氏
の 
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し
ご
と
は
り
っ
ぱ
で
あ
る
。 

こ
の
全
集
に
「
古
事
記
」
を
入
れ
る
な
ら
、
鈴
木
氏
の
「
古
事
記
物
語
」 

 

 
 

を
そ
の
ま
ま
お
さ
め
た
ほ
う
が
い
い
、
と
わ
た
し
は
編
集
部
に
す
す
め
た
の 

 

 
 

で
あ
る
が
、
編
集
部
は
「
す
べ
て
新
し
く
書
き
お
ろ
し
た
も
の
を
の
せ
る
と
い
う 

 
 

方
針
で
あ
る
か
ら
」
と
言
っ
て
、
ど
う
し
て
も
、
わ
た
し
に
書
け
と
い
う
。 

 
 
 

わ
た
し
は
、
こ
と
わ
り
き
れ
な
く
な
っ
て
、
筆
を
と
り
「
古
事
記
」
の
中
の
、 

 
 

も
っ
と
も
神
話
的
な
部
分
で
あ
る
「
神
武
天
皇
の
東
征
」
ま
で
を
書
き
あ
げ
た
。 

 

『
古
事
記
』
は
、
「
日
本
の
美
し
い
神
話
」
で
あ
り
、
日
本
人
の
手
で
書
か
れ
た
「
歴

史
」
と
位
置
づ
け
る
。
「
鈴
木
氏
の
し
ご
と
は
り
っ
ぱ
で
あ
る
」
と
評
価
し
た
『
古
事

記
物
語
』
（
以
下
、
「
鈴
木
古
事
記
物
語
」
と
称
す
）
（
４
）
は
、
『
古
事
記
』
を
、 

（
前
略
）
「
古
事
記
」
が
最
も
お
ご
そ
か
に
告
げ
て
ゐ
る
こ
と
の
第
一
は
、
わ
れ

〳
〵
日
本
人
は
、
そ
の
国
民
的
生
活
の
最
初
の
出
立
か
ら
、
天
皇
と
、
天
皇
の
お

位
と
、
す
べ
て
の
祖
先
と
を
、
い
か
に
絶
対
の
神
聖
と
し
て
貴
ん
で
来
た
か
、
及

び
そ
れ
と
一
し
よ
に
す
べ
て
の
天
皇
が
根
本
の
御
責
任
と
し
て
、
人
民
の
進
歩
と

幸
福
と
に
向
つ
て
、
そ
れ
〴
〵
い
か
に
大
な
る
努
力
を
拂
わ
れ
た
か
の
事
実
で
あ

る
。 

と
記
す
が
、
「
林
古
事
記
物
語
」
は
こ
こ
ま
で
天
皇
の
存
在
を
強
調
し
な
い
。
新
た
な

書
き
下
ろ
し
に
は
、
戦
後
と
い
う
時
代
に
応
じ
た
読
み
方
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

「
少
年
少
女
の
た
め
の
物
語
を
つ
く
る
」
と
の
表
現
は
、
児
童
文
学
と
し
て
の
再
話

が
、
直
ち
に
古
典
作
品
の
通
釈
に
あ
た
ら
な
い
こ
と
を
示
す
。
読
者
に
あ
わ
せ
た
解
説

や
表
現
が
求
め
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。 

 

後
半
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。 

 
 
 

ふ
り
か
え
っ
て
み
て
、
「
三
重
吉
古
事
記
」
の
上
に
、
新
し
い
も
の
を
つ
け
く 

 
 

 

わ
え
た
と
は
思
え
な
い
。 

 
 
 

神
々
と
天
皇
の
物
語
で
あ
る
か
ら
、
原
文
は
荘
重
な
敬
語
体
で
書
か
れ
て
い
る
。 

 
 

三
重
吉
氏
が
敬
語
体
で
訳
し
て
い
る
の
は
正
し
い
。
し
か
し
、
わ
た
し
は
、
敬
語 

 
 

を
ほ
と
ん
ど
は
ぶ
き
、
ま
た
三
重
吉
氏
が
つ
け
く
わ
え
た
説
明
句
も
で
き
る
だ
け 

 
 

と
り
の
ぞ
い
た
。
つ
ま
り
、
「
古
事
記
」
を
で
き
る
か
ぎ
り
は
だ
か
の
す
が
た
に 

 
 

し
て
投
げ
だ
す
こ
と
を
こ
こ
ろ
み
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
新
し
い
と
は
か
な 

 
 

ら
ず
し
も
、
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
「
三
重
吉
古
事
記
」
よ
り
も
、
わ
か
り
に
く
く 

 
 

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 
 
 

も
の
た
り
な
い
読
者
諸
君
は
、
鈴
木
三
重
吉
の
「
古
事
記
物
語
」
を
読
み
、
さ 

 
 

ら
に
す
す
ん
で
、
「
古
事
記
」
の
原
典
を
読
ん
で
き
た
だ
き
た
い
。
「
古
事
記
」 

 
 

の
お
も
し
ろ
さ
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
原
典
の
中
に
あ
る
。 

 
 
 

い
い
解
説
書
が
た
く
さ
ん
出
て
い
る
か
ら
、
高
校
生
諸
君
な
ら
、
「
古
事
記
」 

 
 

は
楽
に
読
め
る
。
解
説
書
の
中
で
い
ち
ば
ん
お
も
し
ろ
い
の
は
、
本
居
宣
長
の
「
古 

 
 

事
記
伝
」
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
林 

房
雄
） 

 

「
『
三
重
吉
古
事
記
』
の
上
に
、
新
し
い
も
の
を
つ
け
く
わ
え
た
と
は
思
え
な
い
」

と
記
す
が
、
『
赤
い
鳥
』
に
連
載
さ
れ
、
単
行
本
に
ま
と
め
ら
れ
た
「
鈴
木
古
事
記
物

語
」
と
、
全
集
の
中
に
収
め
る
一
作
品
と
し
て
書
き
下
ろ
さ
れ
た
「
林
古
事
記
物
語
」

を
、
一
様
に
比
較
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
「
鈴
木
古
事
記
物
語
」
が
敬
語
体
で
記
さ
れ

て
い
る
の
は
、
「
神
々
と
天
皇
の
物
語
で
あ
る
か
ら
」
と
説
く
。
そ
れ
を
正
し
い
と
肯

定
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
自
身
の
執
筆
に
は
「
敬
語
体
」
を
ほ
と
ん
ど
使
用
し
な
か
っ

た
と
断
る
。
「
三
重
吉
が
つ
け
く
わ
え
た
説
明
句
も
で
き
る
だ
け
と
り
の
ぞ
い
た
」
、

或
い
は
「
で
き
る
か
ぎ
り
は
だ
か
の
す
が
た
に
し
て
投
げ
だ
す
こ
と
を
こ
こ
ろ
み
ら
れ

た
」
と
の
表
現
か
ら
は
、
『
古
事
記
』
を
簡
素
に
再
話
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
う
か
が

わ
れ
る
。
「
わ
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
の
記
述

か
ら
は
、
説
明
を
省
い
た
再
話
の
難
し
い
様
子
が
垣
間
見
ら
れ
る
。 

 

物
足
り
な
い
読
者
に
は
「
鈴
木
古
事
記
物
語
」
を
読
む
こ
と
、
『
古
事
記
』
を
読
む

こ
と
が
勧
め
ら
れ
て
い
る
。
「
少
年
少
女
」
と
い
う
読
者
の
先
に
は
、
「
高
校
生
」
の

存
在
が
見
据
え
ら
れ
て
も
い
る
（
５
）
。
「
解
説
書
の
中
で
い
ち
ば
ん
お
も
し
ろ
い
の

は
、
本
居
宣
長
の
「
古
事
記
伝
」
で
あ
る
」
と
の
発
言
に
は
、
再
話
が
『
古
事
記
』
の

『世界少年少女文学全集』「古事記物語」の位相
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読
解
に
続
い
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。 

 
児
童
文
学
と
し
て
再
話
さ
れ
た
日
本
の
神
話
が
、
古
典
文
学
の
読
解
へ
と
続
い
て
ゆ

く
理
解
は
、
今
日
の
小
・
中
学
校
の
国
語
教
育
が
求
め
る
「
伝
統
的
な
言
語
文
化
」
の

学
習
に
も
求
め
ら
れ
て
い
る
（
６
）
。 

 

た
だ
し
、
児
童
文
学
と
し
て
再
話
さ
れ
た
日
本
の
神
話
を
俯
瞰
す
る
と
、
作
者
の
創

意
に
よ
っ
て
押
し
広
げ
ら
れ
た
作
品
世
界
が
存
在
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
。
そ
れ
が

児
童
文
学
の
大
き
な
特
徴
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。再
話
の
す
べ
て
が
、

古
典
文
学
と
し
て
の
読
解
ば
か
り
を
志
向
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
注
意
を
要
す
る

（
７
）
。 

 

そ
の
よ
う
な
中
で
「
林
古
事
記
物
語
」
に
は
、
古
典
文
学
の
読
解
へ
と
続
い
て
ゆ
く

こ
と
が
期
さ
れ
て
い
る
。 

 

二
、
小
見
出
し
へ
の
考
察 

 

「
林
古
事
記
物
語
」
は
、
い
く
つ
か
の
小
見
出
し
に
よ
っ
て
物
語
を
区
切
っ
て
い
る
。

「
鈴
木
古
事
記
物
語
」
の
そ
れ
と
比
較
し
て
み
よ
う
。 

 
 

「
鈴
木
古
事
記
物
語
」
（
上
巻
） 

 

「
林
古
事
記
物
語
」 

 
 
 

女
神
の
死
一
～
三 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

国
う
み 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

黄
泉
の
国 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

阿
波
岐
原
の
み
そ
ぎ 

 
 
 

天
の
岩
屋
一
～
二 
 
 
 
 
 
 

ア
メ
ノ
イ
ワ
ト 

 
 

 
 

 
 

八
俣
の
大
蛇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八
ま
た
の
お
ろ
ち 

 
 

 
 

 
 

む
か
で
の
室
、
蛇
の
室
一
～
四 

  

オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
ノ
カ
ミ 

 
 
 

雉
の
お
使
一
～
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

高
天
の
原
の
使
者 

 
 
 

笠
沙
の
宮
一
～
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

天
孫
降
臨 

 
 

 
 

満
潮
の
玉 

干
潮
の
玉
一
～
三  

 

海
幸
山
幸 

 
 

 
 

八
咫
烏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神
武
東
征 

 
 
 
 
 
 

赤
楯
、
黒
楯 

 
 
 
 
 
 

唖
の
皇
子
（
下
巻
略
） 

 

「
鈴
木
古
事
記
物
語
」
が
「
女
神
の
死
」
に
ま
と
め
て
い
る
内
容
を
、
「
林
古
事
記

物
語
」
は
、
は
じ
め
に
「
国
生
み
」
と
位
置
づ
け
る
。
「
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
カ
ミ
」
が
「
イ

ザ
ナ
ミ
ノ
カ
ミ
」
を
訪
ね
る
「
黄
泉
の
国
」
を
分
立
さ
せ
、
「
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
カ
ミ
」
が

も
と
の
国
へ
戻
っ
た
後
を
「
阿
波
岐
原
の
み
そ
ぎ
」
と
題
し
て
い
る
。
異
な
る
世
界
を

区
分
し
て
、
物
語
の
展
開
を
示
す
。
『
古
事
記
』
が
「
天
の
岩
屋
の
戸
を
開
き
て
」
と

記
す
内
容
を
、
「
鈴
木
古
事
記
物
語
」
が
「
天
の
岩
屋
」
と
題
せ
ば
、
「
林
古
事
記
物

語
」
は
「
屋
」
を
省
い
て
「
戸
」
を
加
筆
し
、
カ
タ
カ
ナ
で
「
ア
メ
ノ
イ
ワ
ト
」
と
記

す
。
「
八
俣
の
大
蛇
」
は
、
ひ
ら
が
な
を
用
い
て
、
読
み
方
へ
の
配
慮
を
加
え
て
い
る
。

「
む
か
で
の
室
、
蛇
の
室
」
に
対
し
て
は
、
物
語
の
中
心
を
な
す
「
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
ノ

カ
ミ
」
を
選
択
し
て
い
る
。
「
雉
の
お
使
」
は
、
「
高
天
の
原
」
か
ら
の
「
使
者
」
で

あ
る
こ
と
を
示
し
、
「
笠
沙
の
宮
」
は
「
天
孫
」
と
し
て
「
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
」
が
高

天
原
か
ら
降
り
立
つ
先
を
優
先
し
て
い
る
。
「
鈴
木
古
事
記
物
語
」
が
、
物
語
の
中
か

ら
、
印
象
に
残
る
表
現
を
選
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
「
林
古
事
記
物
語
」
は
、
読
み
に

く
い
漢
字
は
ひ
ら
が
な
に
改
め
、
話
の
展
開
を
優
先
し
た
様
子
が
認
め
ら
れ
る
。 

 

も
っ
と
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
鈴
木
古
事
記
物
語
」
が
「
満
潮
の
玉 

干
潮
の
玉
」

と
題
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
「
林
古
事
記
物
語
」
が
「
海
幸
山
幸
」
と
記
し
て
い
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。
本
文
に
留
意
す
る
と
、
「
鈴
木
古
事
記
物
語
」
は
、 

 
 
 

三
人
の
御
兄
弟
は
間
も
な
く
大
き
な
若
い
人
に
お
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の 

 
 

中
で
お
兄
さ
ま
の
火
照
命
は
、
海
で
漁
を
な
さ
る
の
が
大
変
に
お
上
手
で
、
い
つ 

 
 

も
い
ろ
ん
な
大
き
な
魚
や
小
さ
な
魚
を
沢
山
釣
つ
て
お
帰
り
に
な
り
ま
し 

 
 
 

 
 

た
。
末
の
弟
さ
ま
の
火
遠
理
命
は
、
こ
れ
は
又
、
山
で
猟
を
な
さ
る
の
が
そ
れ
は 

 
 

〳
〵
お
得
意
で
、
し
じ
ゅ
う
い
ろ
ん
な
鳥
や
獣
を
ど
つ
さ
り
捕
つ
て
お
帰
り
に
な 

 
 

り
ま
し
た
。 

と
、
『
古
事
記
』
が
記
す
よ
う
に
、
「
火
照
命
」
と
「
火
遠
理
命
」
の
名
を
用
い
て
い
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る
。
以
下
は
「
弟
の
命
」
と
「
お
兄
さ
ま
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
林
古

事
記
物
語
」
は
、 

 
 
 

三
人
の
兄
弟
の
う
ち
、
上
の
兄
の
ホ
デ
リ
ノ
ミ
コ
ト
は
、
海
の
漁
が
じ
ょ
う
ず 

 
 

で
、
い
ろ
い
ろ
な
さ
か
な
を
た
く
さ
ん
と
っ
て
く
る
の
で
海
幸
彦
と
呼
ば
れ
、
末 

 
 

の
弟
の
ホ
オ
リ
ノ
ミ
コ
ト
は
、
山
の
猟
が
じ
ょ
う
ず
で
、
い
ろ
い
ろ
な
け
だ
も
の 

 
 

を
た
く
さ
ん
と
っ
て
く
る
の
で
山
幸
彦
と
呼
ば
れ
た
。 

と
、
『
古
事
記
』
の
記
さ
な
い
「
海
幸
彦
」
と
「
山
幸
彦
」
を
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
に

特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。 

 

『
日
本
書
紀
』
（
８
）
巻
二
第
十
段
正
文
に
は
、 

 
 

兄
火
闌
降
命
自
づ
か
ら
に
海
幸
有
り
、
幸
、
此
に
は
左
知
と
云
ふ
。
弟
彦
火
火
出
見
尊 

 
 

自
づ
か
ら
に
山
幸
有
り
。 

と
あ
り
、
一
書
第
三
に
、 

 
 

一
書
に
曰
く
、
兄
火
酢
芹
命
能
く
海
幸
を
得
。
故
、
海
幸
彦
と
号
す
。
弟
彦
火
火 

 
 

出
見
尊
能
く
山
幸
を
得
。
故
、
山
幸
彦
と
号
す
。 

と
、
名
と
し
て
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
。
「
林
古
事
記
物
語
」
が
、
『
日
本
書
紀
』
か

ら
引
用
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
「
海
幸
彦
」
を
「
火
闌
降
命
（
火
酢
芹
命
）
」
と
せ
ず
「
ホ

デ
リ
ノ
ミ
コ
ト
」
と
記
し
、
山
幸
彦
を
「
彦
火
火
出
見
尊
」
と
せ
ず
「
ホ
オ
リ
ノ
ミ
コ

ト
」
と
記
す
と
こ
ろ
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

同
話
は
、
第
四
期
国
定
国
語
教
科
書
「
小
学
国
語
読
本
巻
五
」
〔
一
九
三
五
・
昭
和
十

年
〕
に
「
二
つ
の
玉
」
と
題
さ
れ
、
第
五
期
国
定
国
語
教
科
書
「
初
等
科
国
語
一
」
〔
一

九
四
七
・
昭
和
十
七
年
〕
に
「
つ
り
ば
り
の
行
く
へ
」
と
題
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
神

名
は
「
火
照
命
」
と
「
火
遠
理
命
」
、
「
ほ
で
り
の
命
」
と
「
ほ
を
り
の
命
」
を
用
い
、

「
海
幸
彦
」
「
山
幸
彦
」
の
使
用
は
認
め
ら
れ
な
い
。
『
古
事
記
』
が
再
話
さ
れ
て
い

る
。 

 

大
正
時
代
ま
で
遡
る
と
、
『
海
幸
山
幸
』
を
タ
イ
ト
ル
に
し
て
い
る
文
献
は
、
巌
谷

小
波
編
の
模
範
童
話
文
庫
に
『
海
幸
山
幸
』
〔
一
九
二
六
・
大
正
十
五
年
〕
の
刊
行
が
認

め
ら
れ
る
（
９
）
。
そ
の
書
き
は
じ
め
が
、 

 
 

神
武
天
皇
の
お
ぢ
い
様
に
あ
た
る
の
が
、
山
幸
彦
で
あ
り
ま
す
。
山
幸
彦
と
海
幸 

 
 

彦
と
は
元
々
御
兄
弟
の
間
柄
で
あ
り
ま
し
た
が
、
な
ぜ
か
大
変
に
仲
が
悪
く
て
、 

 
 

其
た
め
に
山
幸
彦
は
、
兄
の
海
幸
彦
か
ら
難
題
を
持
ち
か
け
ら
れ
、
そ
の
結
果
龍 

 
 

宮
へ
い
ら
し
つ
て
、
大
層
都
合
の
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

と
、
「
山
幸
命
」
と
「
海
幸
命
」
を
記
し
て
い
る
。
神
名
は
、
『
古
事
記
』
に
準
じ
て

「
火
折
」
と
「
火
照
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
の
内
容

が
混
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。 

 

こ
れ
が
昭
和
に
入
る
と
、
例
え
ば
、
日
本
児
童
文
庫
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
喜
田
貞
吉

の
『
日
本
歴
史
物
語
（
上
）
』
〔
一
九
二
八
・
昭
和
三
年
〕
（

10
）
が
「
山
幸
彦
と
海
幸

彦
」
と
題
し
、 

 
 

 

瓊
瓊
杵
尊
の
お
子
の
火
闌
降
命
は
、
『
海
幸
彦
』
と
申
し
て
、
釣
り
針
を
以
て 

 
 

海
で
魚
を
お
捕
り
に
な
る
。
又
、
そ
の
御
弟
の
彦
火
火
出
見
尊
は
、
『
山
幸
彦
』 

 
 

と
申
し
て
、
弓
矢
を
も
つ
て
山
で
鳥
や
獣
を
お
獲
り
に
な
る
。 

と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
木
雄
二
の
『
日
本
神
話
』
〔
一
九
三
八
・
昭
和
一
三
年
〕
（

11
）

に
は
「
海
幸
・
山
幸
」
と
題
し
て
、 

 
 
 

瓊
瓊
杵
尊
の
御
子
さ
ま
は
、
ま
も
な
く
大
き
く
立
派
に
な
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 
 

い
ち
ば
ん
お
兄
さ
ま
火
闌
命
は
、
海
の
漁
を
な
さ
る
の
が
お
上
手
で
、
毎
日
た 

 
 

く
さ
ん
の
魚
を
釣
つ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
海
幸
彦
と
お
名
前
が
つ
き
ま
し 

 
 

た
。
末
の
彦
火
火
出
見
尊
は
、
山
へ
お
出
か
け
に
な
り
、
木
の
根
、
岩
か
ど
を
お 

 
 

歩
き
に
な
つ
て
、
獣
や
鳥
を
と
つ
て
お
い
で
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
山
幸
彦
と 

 
 

い
ふ
お
名
前
で
呼
ば
れ
る
や
う
に
な
り
ま
し
た
。 

と
あ
る
。
い
ず
れ
も
「
火
闌
降
命
」
「
彦
火
火
出
見
尊
」
或
い
は
、
「
火
闌
命
」
「
彦

火
火
出
見
尊
」
と
記
す
神
名
か
ら
、
『
日
本
書
紀
』
を
念
頭
に
置
い
て
再
話
さ
れ
て
い

る
様
子
が
確
認
さ
れ
る
。
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
の
内
容
は
、
類
和
と
し
て
区

別
さ
れ
て
い
る
。 
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と
こ
ろ
が
、
戦
後
、
世
界
名
作
童
話
全
集
に
書
き
下
ろ
し
た
大
木
『
日
本
神
話 

い
な

ば
の
白
う
さ
ぎ
』
〔
一
九
五
一
・
昭
和
二
十
六
年
〕
（
12
）
に
は
、
「
海
さ
ち
山
さ
ち
」
と

題
し
て
、 

 
 
 

火
遠
理
命
は
、
か
り
が
す
き
で
あ
り
ま
し
た
。
ゆ
み
矢
を
も
っ
て
、
ま
い
日
、 

 
 

山
へ
で
か
け
ま
し
た
。
雨
の
日
も
、
風
の
日
も
、
み
こ
と
は
で
か
け
て
い
き
ま
し 

 
 

た
。
け
も
の
や
小
鳥
が
、
お
も
し
ろ
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
と
れ
て
、
い
つ
も
た
い
り 

 
 

ょ
う
で
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 

そ
こ
で
、
人
々
は
、
み
こ
と
の
こ
と
を
、
山
の
さ
ち
ひ
こ
と
よ
び
ま
し
た
。
山 

 
 

の
さ
い
わ
い
の
あ
る
男
と
い
う
い
み
で
す
。
み
こ
と
に
は
、
に
い
さ
ん
が
あ
り
ま 

 
 

し
た
。
火
照
命
と
い
っ
て
、
海
の
り
ょ
う
が
す
き
な
に
い
さ
ん
で
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

に
い
さ
ん
は
、
ま
い
日
、
つ
り
ざ
お
を
か
つ
い
で
、
海
へ
で
か
け
ま
す
。
に
い
さ 

 
 

ん
は
、
つ
り
が
じ
ょ
う
ず
で
、
い
つ
も
、
さ
か
な
を
た
く
さ
ん
つ
り
あ
げ
る
の
で
、 

 
 

人
々
は
、
海
の
さ
ち
ひ
こ
と
よ
び
ま
し
た
。
海
の
さ
い
わ
い
の
あ
る
男
と
い
う
い 

 
 

み
で
す
。 

と
、
神
名
が
『
古
事
記
』
と
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
留
意
さ
れ
る
。
「
林
古

事
記
物
語
」
は
、
こ
の
後
に
出
版
さ
れ
た
作
品
と
な
る
。 

 

更
に
詳
し
く
調
べ
て
み
る
必
要
の
あ
る
こ
と
だ
が
、
大
正
期
に
は
「
鈴
木
古
事
記
物

語
」
の
よ
う
に
、
『
古
事
記
』
を
意
識
し
た
再
話
も
存
在
す
る
。
し
か
し
、
以
後
に
刊

行
さ
れ
た
『
海
幸
山
幸
』
に
は
、
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
の
区
別
が
認
め
ら
れ

な
い
。 

 

こ
れ
が
昭
和
に
入
る
と
「
海
幸
山
幸
」
と
題
さ
れ
た
再
話
は
、
『
日
本
書
紀
』
を
念

頭
に
置
く
様
子
が
、
神
名
に
見
出
さ
れ
る
。
国
定
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た
「
二
つ
の
玉
」

や
「
つ
り
ば
り
の
行
く
へ
」
は
、
神
名
か
ら
『
古
事
記
』
を
再
話
し
、
「
海
幸
彦
」
や

「
山
幸
彦
」
の
名
を
用
い
な
い
。
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
の
内
容
は
、
類
和
と

し
て
区
別
さ
れ
て
い
る
。 

 

戦
後
に
な
っ
て
再
び
、
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
の
内
容
を
混
在
さ
せ
る
状
況

が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
林
古
事
記
物
語
」
は
、
先
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
神
話 

い
な
ば
の
白
う
さ
ぎ
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
後
述
す

る
よ
う
に
「
ク
シ
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
」
「
ワ
ニ
ザ
メ
」
の
表
現
と
理
解
は
一
致
し
な
い
。
分

け
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

三
、
「
国
う
み
」
へ
の
考
察 

 

本
文
の
中
か
ら
、
「
国
生
み
」
を
読
み
な
が
ら
、
「
林
古
事
記
物
語
」
の
特
徴
を
探

る
。 

 

『
古
事
記
』
（
13
）
は
、
冒
頭
部
を
次
の
よ
う
に
記
す
（
再
話
と
比
較
す
る
た
め
、
訓

読
文
を
用
い
る
）
。 

 
 

 

天
地
初
め
て
発
れ
し
時
に
、
高
天
の
原
に
成
り
し
神
の
名
は
、
天
之
御
中
主
神
。 

 
 

次
に
、
高
御
産
巣
日
神
。
次
に
、
神
産
巣
日
神
。
此
の
三
柱
の
神
は
、
並
に
独
神 

 
 

と
成
り
坐
し
て
、
身
を
隠
し
き
。 

 

こ
れ
を
「
鈴
木
古
事
記
物
語
」
は
、 

 
 

 

世
界
が
で
き
た
そ
も
〳
〵
の
は
じ
め
、
ま
ず
天
と
地
と
が
出
来
上
り
ま
す
と
、 

 
 

そ
れ
と
一
し
よ
に
、
わ
れ
〳
〵
日
本
人
の
一
ば
ん
御
先
祖
の
、
天
御
中
主
神
と 

 
 

仰
る
神
さ
ま
が
、
天
の
上
の
高
天
原
と
い
う
と
こ
ろ
へ
お
生
れ
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

そ
の
つ
ぎ
に
は
高
皇
産
霊
神
、
神
産
霊
神
の
お
二
方
が
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
し
た
。 

と
再
話
し
た
。
「
天
地
初
め
て
発
け
し
時
」
を
「
世
界
が
で
き
た
そ
も
〳
〵
の
は
じ
め
」

と
位
置
づ
け
る
。
そ
こ
に
存
在
す
る
「
天
御
中
主
神
」
等
を
「
わ
れ
〳
〵
日
本
人
の
一

ば
ん
御
先
祖
」
と
記
し
て
、
世
界
の
誕
生
と
共
に
、
日
本
人
の
起
源
と
す
る
。
「
敬
語

体
」
が
尊
う
姿
勢
を
表
し
て
い
る
。 

 

「
林
古
事
記
物
語
」
は
こ
れ
を
、 

 
 

 

天
地
が
は
じ
め
て
で
き
た
と
き
、
雲
の
上
の
高
天
の
原
に
生
ま
れ
た
神
の
名
は
、 

 
 

ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
ノ
カ
ミ
。
つ
づ
い
て
生
ま
れ
た
の
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
ノ
カ 

 
 

ミ
と
カ
ミ
ム
ス
ビ
ノ
カ
ミ
で
あ
っ
た
。 
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と
、
解
釈
を
加
え
る
こ
と
も
な
く
、
敬
語
表
現
を
用
い
る
こ
と
も
な
く
記
す
。
神
名
は

表
記
を
カ
タ
カ
ナ
に
改
め
、
漢
字
か
ら
連
想
さ
れ
る
意
味
に
は
立
ち
入
ら
な
い
姿
勢
を

示
す
。
簡
潔
に
「
高
天
の
原
」
が
「
雲
の
上
」
に
あ
る
と
の
理
解
だ
け
を
補
足
し
て
い

る
。 

 

「
鈴
木
古
事
記
物
語
」
と
比
較
し
て
、
「
林
古
事
記
物
語
」
の
特
徴
を
ひ
と
つ
あ
げ

る
な
ら
、 

 
 

『
古
事
記
』 

 
 

鈴
木
『
古
事
記
物
語
』
（
上
巻
） 

林
「
古
事
記
物
語
」 

 
 
 

天
の
沼
矛 

 
 

り
っ
ぱ
な
矛 

 
 
 
 
 
 
 

天
の
ぬ
ぼ
こ 

 
 

 
 

 
 

天
の
浮
き
橋 

 

天
の
浮
橋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

天
の
浮
き
橋 

 
 

 
 

 
 

淤
能
碁
呂
島 

 

一
つ
の
小
さ
な
島 

 
 
 
 
 

お
の
こ
ろ
島 

 
 
 

天
の
御
柱 

 
 

(

記
述
な
し) 

 
 
 
 
 
 
 

天
の
み
は
し
ら 

 
 
 

八
尋
殿 

 
 
 

御
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八
ひ
ろ
殿 

と
、
「
鈴
木
古
事
記
物
語
」
が
神
話
独
自
の
表
現
を
わ
か
り
や
す
く
書
き
改
め
て
い
る

の
に
対
し
て
、
「
林
古
事
記
物
語
」
は
『
古
事
記
』
の
表
現
の
ま
ま
に
用
い
る
傾
向
が

強
い
。
そ
の
使
用
は
、
「
天
の
ぬ
ぼ
こ
と
い
う
り
っ
ぱ
な
ほ
こ
」
「
天
の
浮
き
橋
と
い

う
雲
の
中
に
浮
い
た
橋
」
「
お
の
こ
ろ
島
と
い
う
小
さ
な
島
」
「
天
の
み
は
し
ら
と
い

う
高
い
柱
」
「
八
ひ
ろ
殿
と
い
う
み
ご
と
な
御
殿
」
と
、
短
い
修
飾
句
を
添
え
て
、
理

解
へ
の
配
慮
が
示
さ
れ
る
（
14
）
。 

 

「
鈴
木
古
事
記
物
語
」
が
、
伊
邪
那
岐
神
と
伊
邪
那
美
神
が
生
み
出
す
神
々
を
、 

 
 

（
前
略
）
お
二
人
は
、
今
度
は
大
ぜ
い
の
神
さ
ま
を
お
生
み
に
な
り
ま
し
た
。
そ 

 
 

れ
と
一
し
よ
に
、
風
の
神
や
、
海
の
神
や
、
山
の
神
や
、
野
の
神
、
川
の
神
、
火 

 
 

の
神
を
も
お
生
み
に
な
り
ま
し
た
。 

と
記
す
と
こ
ろ
を
、 

 
 

シ
ナ
ツ
ヒ
コ
と
い
う
風
の
神 

ク
ク
ノ
チ
と
い
う
木
の
神 

オ
オ
ヤ
マ
ツ
ミ
と
い
う
山
の
神 

カ
ヤ
ヌ
ヒ
メ
と
い
う
野
の
神 

ヒ
ノ
カ
グ
ツ
チ
と
い
う
火
の
神 

と
、
具
体
的
な
神
名
ま
で
を
記
し
て
い
る
。
「
鈴
木
古
事
記
物
語
」
が
児
童
に
も
わ
か

る
表
現
に
改
め
、
細
や
か
に
解
説
を
加
え
た
の
に
対
し
て
、
「
林
古
事
記
物
語
」
は
『
古

事
記
』
を
、
最
小
限
の
加
筆
や
変
更
で
再
話
す
る
努
力
が
示
さ
れ
て
い
る
。
「
鈴
木
古

事
記
物
語
」
が
「
序
」
に
「
小
さ
い
人
た
ち
の
読
み
も
の
と
し
て
、
或
、
人
間
的
交
渉

の
叙
述
に
、
止
む
な
き
手
加
減
を
加
え
た
」
と
省
い
た
、
伊
邪
那
岐
神
と
伊
邪
那
美
神

の
国
生
み
の
経
緯
ま
で
も
記
し
て
い
る
。 

 

と
は
い
え
、
「
林
古
事
記
物
語
」
は
『
古
事
記
』
を
そ
の
ま
ま
通
釈
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
例
え
ば
、
『
古
事
記
』
が
、 

 
 

故
、
其
の
神
避
れ
る
伊
邪
那
美
神
は
、
出
雲
国
と
伯
伎
国
と
の
堺
の
比
婆
之
山
に 

 
 

葬
り
き
。 

と
記
す
「
神
避
り
」
を
、
次
節
の
「
黄
泉
の
国
」
の
冒
頭
に
移
す
こ
と
で
、
世
界
の
区

別
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
そ
の
反
面
、 

そ
し
て
、
十
つ
か
の
つ
る
ぎ
と
い
う
、
長
い
つ
る
ぎ
を
ひ
き
ぬ
い
て
、
火
の
神

カ
グ
チ
ツ
の
首
を
、
た
だ
一
打
ち
に
切
り
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。 

と
閉
じ
た
「
国
う
み
」
の
末
尾
は
、
そ
の
意
図
を
明
ら
か
に
し
な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い

る
。
残
さ
れ
る
疑
問
を
、
課
題
と
す
る
こ
と
を
躊
躇
わ
な
い
。
読
者
に
検
討
の
余
地
を

残
す
叙
述
が
方
法
と
し
て
選
択
さ
れ
て
い
る
。 

  
三
、
「
黄
泉
の
国
」
か
ら
「
八
ま
た
の
お
ろ
ち
」
ま
で 

 
「
国
生
み
」
に
続
く
「
黄
泉
の
国
」
は
、 

さ
て
、
イ
ザ
ナ
ミ
の
女
神
の
な
き
が
ら
は
、
出
雲
の
国
と
伯
耆
の
国
の
さ
か
い

に
あ
る
比
婆
の
山
に
ほ
う
む
ら
れ
た
が
、
女
神
は
そ
こ
か
ら
、
死
ん
だ
人
の
集
ま

る
黄
泉
の
国
と
い
う
ま
っ
暗
な
地
底
の
国
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
。 

と
記
さ
れ
は
じ
め
る
。
「
死
ん
だ
人
の
集
ま
る
」
「
地
底
の
国
」
と
の
加
筆
に
、
既
述

『世界少年少女文学全集』「古事記物語」の位相
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し
た
「
林
古
事
記
物
語
」
の
特
徴
と
理
解
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。 

 
『
古
事
記
』
が
、 

 
 

是
に
其
の
妹
伊
邪
那
美
命
を
相
見
む
と
欲
ひ
て
、
黄
泉
国
に
追
ひ
往
き
き
。
爾
く 

 
 

し
て
、
殿
よ
り
戸
を
縢
ぢ
て
出
で
向
か
へ
し
時
に
、 

と
記
す
箇
所
を
、
「
鈴
木
古
事
記
物
語
」
は
、 

 
 

す
る
と
、
そ
こ
へ
、
夫
の
神
が
、
は
る
〴
〵
た
づ
ね
て
お
出
で
に
な
つ
た
の
で
、 

 
 

女
神
は
急
い
で
戸
口
へ
お
出
迎
へ
に
な
り
ま
し
た
。 

と
解
す
。
し
か
し
「
林
古
事
記
物
語
」
は
、
戸
を
閉
じ
た
ま
ま
で
は
迎
え
ら
れ
な
い
と

考
え
た
の
か
、
「
戸
を
開
け
て
出
迎
え
た
」
と
、
独
自
の
判
断
を
加
え
て
い
る
。 

 

『
古
事
記
』
が
、 

 

其
の
石
を
中
に
置
き
て
、
各
対
き
立
ち
て
、
事
戸
を
度
す
時
に
、 

と
記
す
「
事
戸
を
度
す
」
を
、
「
鈴
木
三
重
吉
物
語
」
が
「
恨
め
し
さ
う
に
岩
を
睨
み

な
が
ら
」
と
曖
昧
に
記
す
と
、
「
林
古
事
記
物
語
」
は
、 

 
 

そ
の
岩
を
中
に
は
さ
ん
で
、
「
も
う
夫
婦
の
縁
は
こ
れ
か
ぎ
り
き
っ
て
し
ま
う
。
」 

 
 

と
宣
言
し
た
。 

と
、
夫
婦
の
契
り
を
解
消
す
る
呪
言
を
発
す
る
と
の
理
解
を
示
す
。 

「
阿
波
岐
原
の
み
そ
ぎ
」
で
は
、
『
古
事
記
』
が
、 

 
 

次
に
、
月
読
命
に
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
汝
が
命
は
、
夜
の
食
国
を
知
ら
せ
。
」 

 

と
、
事
依
し
き
。 

と
記
す
中
の
会
話
文
を
、
神
名
か
ら
か
「
そ
な
た
は
、
月
の
世
界
を
お
さ
め
よ
」
と
表

現
し
て
い
る
。
続
く
「
天
の
岩
戸
」
で
は
、
「
夜
の
食
国
」
を
、 

さ
て
、
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ
と
ツ
ク
ヨ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
は
、
父
神
の
命
令
の

と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
大
空
と
夜
の
国
を
お
さ
め
た 

の
よ
う
に
、
「
夜
の
国
」
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
。
理
解
は
個
々
に
検
討
す
る
余
地
を

残
す
が
、
積
極
的
な
解
釈
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

『
古
事
記
』
が
、
「
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
」
の
望
む
先
を 

 
 

「
僕
は
、
妣
の
国
の
根
之
堅
州
国
に
罷
ら
む
と
欲
ふ
が
故
に
、
故
く
」
と
ま
を
し 

 
 

き
。 

と
、
「
根
の
堅
州
国
」
で
あ
る
と
記
す
と
こ
ろ
を
、
「
林
古
事
記
物
語
」
は
、 

「
わ
た
く
し
は
、
お
か
あ
さ
ん
の
い
る
黄
泉
の
国
へ
行
き
た
い
の
で
こ
ん
な
に
泣

い
て
い
る
の
で
す
。
」 

と
、
「
黄
泉
の
国
」
と
記
す
。
「
お
か
あ
さ
ん
」
を
「
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
カ
ミ
」
と
捉
え
て

の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

二
節
の
「
山
幸
海
幸
」
に
、
『
日
本
書
紀
』
が
記
す
表
現
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
述

べ
た
が
、
「
八
ま
た
の
お
ろ
ち
」
で
も
、
『
古
事
記
』
が
、 

 
 

僕
が
名
は
足
上
名
椎
と
謂
ひ
、
妻
の
名
は
手
上
名
椎
と
謂
ひ
、
女
の
名
は
櫛
名
田 

 
 

比
売
と
謂
ふ
。 

と
記
す
娘
の
名
を
、
「
ク
シ
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
が
留
意
さ
れ
る
。 

 

『
日
本
書
紀
』
第
七
段
正
文
が
「
奇
稲
田
姫
」
と
記
し
、
一
書
第
三
が
「
奇
稲
田
媛
」

と
記
す
。 

 

前
掲
し
た
喜
田
『
日
本
歴
史
物
語
（
上
）
』
は
、
「
八
岐
の
大
蛇
退
治
」
に
「
奇
稲

田
姫
」
と
記
す
。
大
木
『
日
本
神
話
』
も
、
「
奇
稲
田
姫
」
と
記
す
。
既
述
し
た
よ
う

に
、
『
日
本
書
紀
』
を
念
頭
に
置
い
た
再
話
の
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
。 

 

同
話
は
、
前
掲
し
た
第
四
期
国
定
国
語
教
科
書
「
小
学
国
語
読
本
巻
五
」
（
一
九
三

五
・
昭
和
十
年
）
に
「
八
岐
の
を
ろ
ち
」
と
題
さ
れ
、
第
五
期
国
定
国
語
教
科
書
「
初

等
科
国
語
一
」
（
一
九
四
七
・
昭
和
十
七
年
）
に
も
「
八
岐
の
を
ろ
ち
」
と
題
し
て
掲

載
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
娘
の
名
を
記
し
て
は
い
な
い
。
東
京
書
籍
刊
行
の
『
尋

常
小
学
校 

国
語
読
本 

巻
五
』
（
一
九
三
一
（
昭
和
六
年
）
に
も
「
大
蛇
た
い
ぢ
」

と
題
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
娘
の
名
は
記
さ
れ
な
い
（
15
）
。 

 

大
木
『
日
本
神
話 

い
な
ば
の
白
う
さ
ぎ
』
は
、
「
櫛
名
田
姫
」
に
変
更
し
て
い
る
。

前
節
の
「
海
幸
山
幸
」
と
同
様
に
、
神
名
を
『
古
事
記
』
の
内
容
に
合
わ
せ
る
傾
向
を

示
し
て
い
る
。
「
林
古
事
記
物
語
」
は
、
こ
れ
よ
り
後
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
『
日
本

梅花児童文学, 29
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書
紀
』
の
「
ク
シ
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
」
の
ま
ま
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
認
め
ら
れ

る
。 

  

四
、
「
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
ノ
カ
ミ
」
か
ら
「
神
武
東
征
」
ま
で 

 

『
古
事
記
』
は
、
大
国
主
神
に
、 

 
 

大
国
主
神
。
亦
の
名
は
、
大
穴
牟
遅
神
と
謂
ひ
、
亦
の
名
は
葦
原
色
許
男
神
と
謂 

 
 

ひ
、
亦
の
名
は
、
八
千
矛
神
と
謂
ひ
、
亦
の
名
は
、
宇
都
志
国
玉
神
と
謂
ひ
、
幷 

 
 

せ
て
五
つ
の
名
有
り
。 

と
、
五
つ
の
名
が
あ
る
こ
と
を
記
し
、 

 
 

故
、
此
の
大
国
主
神
の
兄
弟
は
、
八
十
神
坐
し
き
。
然
れ
ど
も
、
皆
、
国
を
ば
大 

 
 

国
主
神
に
避
り
き
。
避
り
し
所
以
は
、
其
の
八
十
神
、
各
稲
羽
の
八
上
比
売
に
婚 

 
 

は
む
と
欲
ふ
心
有
り
て
、
共
に
稲
羽
に
行
き
し
時
に
、
大
穴
牟
遅
神
に
袋
を
負
せ
、 

 
 

従
者
と
為
て
、
率
て
往
き
き
。 

と
、
物
語
の
展
開
に
応
じ
て
使
い
分
け
て
い
る
。
「
林
古
事
記
物
語
」
は
、
見
出
し
に

用
い
た
「
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
ノ
カ
ミ
」
で
統
一
す
る
。
大
き
な
袋
を
背
負
わ
さ
れ
て
い
る

姿
を
、
「
八
十
神
た
ち
」
が
「
下
男
の
か
わ
り
に
し
て
つ
れ
て
行
っ
た
」
と
説
明
し
て

い
る
。 

 

こ
こ
で
は
、
『
古
事
記
』
が
う
さ
ぎ
の
騙
す
相
手
を
「
和
迩
」
と
記
す
箇
所
を
、
「
林

古
事
記
物
語
」
が
「
ワ
ニ
ザ
メ
」
と
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
着
目
し
た
い
。 

 

参
考
ま
で
に
、
前
掲
し
た
大
木
『
日
本
神
話 

い
な
ば
の
白
う
さ
ぎ
』
は
、
「
わ
に
」

と
訳
し
、
挿
絵
に
も
鰐
が
描
か
れ
て
い
る
。
遡
っ
て
同
大
木
『
日
本
神
話
』
も
「
鰐
」

と
記
し
て
る
。
「
鈴
木
古
事
記
物
語
」
も
「
鰐
」
と
記
す
。
明
治
時
代
に
刊
行
さ
れ
た

ち
り
め
ん
本
「T

h
e H

are o
f In

ab
a.

」
（
一
八
八
六
・
明
治
十
九
年
）
（
16
）
に
も
、

「cro
co

-d
iles

」
と
記
さ
れ
、
挿
絵
に
も
鰐
が
描
か
れ
て
い
る
。
本
居
宣
長
の
『
古
事
記

伝
』
十
之
巻
（
17
）
に
も
、 

 
 

和
邇
、
和
名
抄
に
「
麻
果
が
切
韻
に
云
く
、
鰐
は
鱉
に
似
て
四
足
有
、
喙
の
長
三 

 
 

尺
甚
歯
利
と
し
、
虎
及
び
大
鹿
水
を
渡
れ
ば
、
鰐
之
を
撃
ち
皆
中
断
す
」
と
、
和 

 
 

仁
と
云
り
。
此
魚
の
事
、
古
書
に
多
く
見
ゆ
。
（
以
下
略
） 

と
、
鰐
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
「
林
古
事
記
物
語
」
が
「
ワ
ニ
ザ
メ
」
と
訳
す
の
は
、

特
異
な
例
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

 

こ
う
し
た
中
で
、
本
稿
が
引
用
し
た
文
献
の
中
で
は
、
喜
田
『
日
本
歴
史
物
語
（
上
）
』

が
、
「
わ
に
」
に
傍
点
を
記
し
、 

こ
ゝ
に
わ
に
．
．
と
申
す
の
は
、
鰐
鯊
と
い
う
鱶
の
類
の
大
餚
で
、
今
い
う
熱
帯
地
方

の
鰐
の
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

と
記
し
て
い
る
の
が
早
い
。
大
木
『
日
本
神
話 

い
な
ば
の
白
う
さ
ぎ
』
（
一
九
五
一
・

昭
和
二
十
六
年
）
は
「
わ
に
」
と
記
す
が
、
大
木
『
い
な
ば
の
白
兎
』
（
一
九
五
四
・
昭

和
二
十
九
年
）
は
、
「
わ
に
ざ
め
」
（
18
）
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
「
林
古
事
記
物
語
」

は
、
こ
の
後
に
出
版
さ
れ
た
作
品
と
な
る
。 

 

時
間
的
に
、
大
木
『
い
な
ば
の
白
兎
』
か
ら
の
影
響
も
考
え
ら
れ
な
く
な
い
が
、
『
日

本
歴
史
物
語
（
上
）
』
と
は
「
ク
シ
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
」
の
使
用
ま
で
一
致
し
て
い
る
。
「
林

古
事
記
物
語
」
が
『
日
本
歴
史
物
語
（
上
）
』
を
参
照
し
て
い
る
可
能
性
を
考
え
る
方

が
穏
や
か
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『
日
本
歴
史
物
語
（
上
）
』
が
、
『
日
本
書
紀
』
を

念
頭
に
再
話
し
て
い
た
内
容
を
、
「
林
古
事
記
物
語
」
が
、
『
古
事
記
』
の
再
話
に
取

り
込
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。 

 

『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
を
区
別
し
な
い
再
話
に
は
、
大
正
期
の
在
り
方
が
想

起
さ
れ
る
。
前
掲
の
「
解
説
」
に
は
、 

 
 

今
か
ら
三
十
年
ほ
ど
ま
え
、
わ
た
し
が
ま
だ
中
学
生
で
あ
っ
た
こ
ろ
、
鈴
木
三
重 

 
 

吉
氏
が
有
名
な
「
古
事
記
物
語
」
を
書
き
あ
げ
た
。 

と
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
当
時
の
読
書
体
験
と
し
て
ま
で
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

「
鈴
木
古
事
記
物
語
」
以
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
海
幸
山
幸
』
に
は
、
『
古
事
記
』
と
『
日

本
書
紀
』
の
区
別
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
未
分
化
を
疑
問
に
感
じ
て
い
な
け
れ
ば
、

『
古
事
記
』
に
『
日
本
書
紀
』
の
内
容
を
持
ち
込
み
得
た
の
で
あ
ろ
う
（
19
）
。
時
代

『世界少年少女文学全集』「古事記物語」の位相
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を
後
退
さ
せ
る
よ
う
な
現
象
が
存
在
す
る
こ
と
も
考
え
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

は
す
べ
て
の
理
解
が
後
退
す
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
『
日
本
歴
史
物
語
（
上
）
』
が

記
す
「
ワ
ニ
ザ
メ
」
と
の
解
釈
が
、
『
古
事
記
』
の
新
し
い
理
解
と
し
て
取
り
込
ま
れ

て
い
る
。
再
話
が
、
作
者
の
理
解
と
解
釈
に
大
き
く
左
右
さ
れ
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
作
品
の
一
つ
一
つ
の
在
り
方
を
個
別
に
尋
ね
て
み
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
（
20
）
。 

 

話
を
本
文
の
考
察
に
戻
そ
う
。
「
い
じ
の
わ
る
い
」
と
加
筆
さ
れ
る
八
十
神
た
ち
は
、

「
ヤ
ガ
ミ
ヒ
メ
」
が
結
婚
の
相
手
に
選
ぶ
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
ノ
カ
ミ
を
殺
す
の
だ
が
、
助

け
る
母
の
神
が
、
「
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
の
い
る
根
の
か
た
す
国
へ
行
く
の
が
よ
い
。
」

と
話
す
。
内
容
は
『
古
事
記
』
の
ま
ま
な
の
だ
が
、
前
掲
の
「
根
の
か
た
す
国
」
は
「
黄

泉
の
国
」
へ
と
置
き
換
え
ら
れ
て
い
た
。
「
お
か
あ
さ
ん
」
を
「
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
カ
ミ
」

と
解
し
て
、
「
根
の
か
た
す
国
」
を
「
黄
泉
の
国
」
と
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
述
べ
た

が
、
物
語
と
し
て
、
「
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
」
が
「
根
の
か
た
す
国
」
へ
行
く
こ
と
ま

で
を
否
定
し
な
い
。 

 

「
鈴
木
古
事
記
物
語
」
に
比
べ
る
と
、
「
林
古
事
記
物
語
」
の
文
章
は
簡
潔
な
の
だ

が
、
「
へ
び
が
か
み
つ
こ
う
と
し
た
ら
」
「
ぐ
っ
す
り
と
寝
て
」
「
び
っ
く
り
し
て
し

ま
っ
た
」
等
、
短
い
修
飾
句
を
利
用
し
て
、
臨
場
感
豊
か
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

は
、
物
語
全
体
に
一
貫
し
て
認
め
ら
れ
る
。 

 

『
古
事
記
』
が
、 

 
 

波
の
穂
よ
り
天
の
羅
摩
船
に
乗
り
て
、
鵝
の
皮
を
内
剥
に
剥
ぎ
て
衣
服
に
為
て
、 

 
 

帰
り
来
る
神
有
り
き
。 

と
表
す
内
容
を
、 

（
前
略
）
は
る
か
沖
の
波
間
か
ら
、
ひ
と
り
の
小
さ
な
神
が
、
小
さ
な
舟
に
乗
っ

て
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
の
舟
は
が
が
い
も
と
い
う
木
の
実
の
さ
や
で
、
着
て
い
る
き

も
の
は
火
取
虫
の
羽
で
つ
く
っ
て
あ
っ
た
。 

と
記
す
。
「
海
を
光
し
て
依
り
来
る
神
あ
り
き
。
」
と
記
さ
れ
る
神
名
を
、
『
古
事
記
』

は
記
さ
な
い
が
、
「
オ
オ
ト
シ
ノ
カ
ミ
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
が
留
意
さ
れ
る
。
「
鈴

木
古
事
記
物
語
」
に
も
、
同
様
の
記
述
が
認
め
ら
れ
る
。
「
林
古
事
記
物
語
」
は
八
千

矛
神
が
沼
河
比
売
を
娶
る
話
を
省
い
て
い
る
の
だ
が
、
「
鈴
木
古
事
記
物
語
」
が
先
に

そ
れ
を
し
て
い
る
。
「
高
天
の
原
の
使
者
」
に
お
い
て
も
、
雉
の
使
者
を
「
ナ
ナ
キ
メ
」

と
記
す
の
は
、
「
鈴
木
古
事
記
物
語
」
が
「
名
鳴
女
」
と
表
現
し
て
い
る
。
黄
泉
の
国

に
「
悪
い
に
お
い
が
た
ち
こ
め
て
い
た
」
と
記
す
の
は
、
「
鈴
木
古
事
記
物
語
」
が
「
イ

ザ
ナ
ミ
ノ
カ
ミ
」
を
、 

 
 
 

さ
う
す
る
と
、
御
殿
の
一
ば
ん
奥
に
、
女
神
は
寝
て
入
ら
つ
し
や
い
ま
し
た
。 

 
 

そ
の
お
姿
を
灯
で
御
覧
に
な
り
ま
す
と
、
お
体
中
は
、
も
う
す
つ
か
り
べ
と
〴
〵 

 
 

に
腐
り
く
づ
れ
て
ゐ
て
、臭
い
〳
〵
い
や
な
臭
ひ
が
ぷ
ん
〳
〵
と
鼻
へ
来
ま
し
た
。

と
記
し
て
い
る
こ
と
が
留
意
さ
れ
る
。
「
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
カ
ミ
」
を
追
い
か
け
る
者
た
ち

を
「
鬼
」
と
表
現
し
て
い
る
の
も
、
「
鈴
木
古
事
記
物
語
」
の
使
用
が
早
い
。
「
天
若

日
子
」
を
「
ワ
カ
ヒ
コ
」
と
略
称
す
る
の
も
「
鈴
木
古
事
記
物
語
」
に
「
若
日
子
」
と

記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
類
似
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
「
林
古
事
記
物
語
」
は

自
ら
の
表
現
で
記
す
こ
と
を
目
指
し
て
は
い
る
が
、
「
鈴
木
古
事
記
物
語
」
を
参
考
に

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
散
見
さ
れ
る
。
再
話
の
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。 

 

『
古
事
記
』
上
巻
は
神
倭
伊
波
礼
毘
古
命
の
誕
生
で
閉
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
「
林
古

事
記
物
語
」
は
「
神
武
東
征
」
ま
で
を
、 

ナ
ガ
ス
ネ
ヒ
コ
を
攻
め
ほ
ろ
ぼ
す
と
、
ほ
か
の
悪
神
た
ち
も
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
降

伏
し
、
降
伏
せ
ぬ
者
は
、
う
ち
ほ
ろ
ぼ
さ
れ
て
、
天
下
は
、
平
和
に
な
っ
た
の
で
、

イ
ワ
レ
ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト
は
、
大
和
の
橿
原
の
宮
で
天
皇
の
位
に
つ
い
た
。
こ
れ
が
、

わ
れ
わ
れ
の
さ
い
し
ょ
の
天
皇
、
神
武
天
皇
で
あ
る
。 

と
記
し
閉
じ
て
い
る
。
神
話
と
し
て
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
天
皇
を
中
心
と
す
る
歴
史

に
連
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
ま
で
を
示
す
。
『
古
事
記
』
を
〈
歴
史
〉
と
捉
え
る
の
で
、

喜
田
『
日
本
歴
史
物
語
（
上
）
』
が
参
照
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

梅花児童文学, 29
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お
わ
り
に 

 

戦
後
十
年
を
経
て
、
日
本
の
少
年
少
女
の
た
め
の
読
書
が
見
直
さ
れ
て
ゆ
く
中
に
、

世
界
文
学
全
集
が
編
ま
れ
て
ゆ
く
。
『
世
界
少
年
少
女
文
学
全
集
』
に
収
め
ら
れ
た
「
林

古
事
記
物
語
」
に
は
、
時
代
に
応
じ
た
『
古
事
記
』
の
再
話
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。 

 

先
行
す
る
「
鈴
木
三
重
吉
物
語
」
を
優
れ
た
作
品
と
認
め
な
が
ら
も
、
「
鈴
木
三
重

吉
物
語
」
が
用
い
た
敬
語
体
は
避
け
、
わ
か
り
や
す
い
表
現
と
詳
し
い
解
説
を
省
い
た
。

紙
面
に
限
り
の
あ
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
る
。
代
わ
り
に
、
『
古
事
記
』
の
神
話
表
現
を

最
小
限
の
修
飾
句
を
加
え
て
利
用
す
る
記
述
が
心
が
け
ら
れ
て
い
た
。
わ
か
り
に
く
い

表
現
は
曖
昧
に
記
す
の
で
は
な
く
、
明
確
な
解
釈
を
与
え
、
世
界
観
に
基
づ
い
た
物
語

が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
生
じ
る
疑
問
は
、
課
題
と
す
る
ま
ま
に
記
し
留
め
て
い
る
。 

 

「
鈴
木
古
事
記
物
語
」
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
題
名
に
『
古
事
記
』
を
冠
し
な
が

ら
、
再
話
に
『
日
本
書
紀
』
の
内
容
を
持
ち
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
『
海
幸
山

幸
』
と
題
す
る
再
話
は
、
大
正
期
に
『
古
事
記
』
も
『
日
本
書
紀
』
も
区
別
な
く
行
わ

れ
て
い
た
が
、
昭
和
期
に
入
る
と
区
別
さ
れ
る
傾
向
が
う
か
が
わ
れ
た
。
そ
れ
よ
り
後

の
再
話
に
な
る
の
だ
が
、
「
林
古
事
記
物
語
」
に
は
混
在
が
認
め
ら
れ
る
。
『
日
本
書

紀
』
が
用
い
る
語
句
の
使
用
は
「
八
ま
た
の
お
ろ
ち
」
の
「
ク
シ
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
」
に
も

認
め
ら
れ
る
。
他
に
、
「
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
ノ
カ
ミ
」
で
は
、
「
ワ
ニ
」
を
鰐
と
解
す
る

作
品
が
多
い
中
で
、
「
ワ
ニ
ザ
メ
」
と
記
す
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
喜
田
『
日

本
歴
史
物
語
（
上
）
』
の
内
容
と
一
致
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
た
。
『
日
本
歴
史
物
語

（
上
）
』
は
、
書
名
に
も
記
さ
れ
る
よ
う
に
〈
歴
史
〉
を
記
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
『
日
本
書
紀
』
を
優
先
し
た
再
話
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
『
古
事
記
』
の

再
話
に
持
ち
込
ん
で
い
る
の
が
「
林
古
事
記
物
語
」
と
な
る
。
『
古
事
記
』
の
内
容
に

『
日
本
書
紀
』
の
内
容
を
持
ち
込
み
得
る
の
は
、
作
者
の
大
正
期
に
得
た
神
話
理
解
が

影
響
す
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
は
単
な
る
大
正
期
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
は

な
く
、
昭
和
の
新
し
い
解
釈
を
積
極
的
に
加
味
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
一
九
五
〇
年
代

の
再
話
作
品
と
し
て
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。 

 

「
林
古
事
記
物
語
」
は
、
初
代
神
武
天
皇
が
都
を
開
く
と
こ
ろ
ま
で
を
記
し
、
神
話

が
〈
歴
史
〉
に
つ
な
が
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
作
者
の
神
話
理
解
が
、
喜
田
『
日
本

歴
史
物
語
（
上
）
』
の
内
容
を
呼
び
込
む
結
果
に
な
っ
た
と
見
通
す
（
21
）
。 

  

注 

（
１
）
勝
尾
金
弥
「
こ
ど
も
の
本
の
歴
史
」
（
日
本
こ
ど
も
の
本
研
究
会
編
『
こ
ど
も

の
本
と
読
書
の
事
典
』
一
九
八
三
年 

岩
崎
書
店
）
に
は
、 

戦
後
相
次
い
で
創
刊
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
良
心
的
児
童
雑
誌
は
、
数
年
の
う

ち
に
マ
ン
ガ
中
心
の
大
衆
紙
に
駆
逐
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。 

 

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
高
く
評
価
さ
れ
た
の
は
、
一
九
五
〇
年
創

刊
の
《
岩
波
少
年
文
庫
》
と
一
九
五
三
年
創
刊
の
創
元
社
《
世
界
少
年
少

女
祖
文
学
全
集
》
で
あ
っ
た
。 

 
 
 

と
あ
る
。
宍
戸
寛
「
世
界
少
年
少
女
文
学
全
集
」
（
『
児
童
文
学
事
典
』
一
九

八
八
九
月
刊 

東
京
書
籍
）
は
、
「
再
話
、
翻
案
も
の
で
終
始
し
た
叢
書
が
多
い

こ
の
時
期
に
、
そ
の
規
模
と
と
も
に
翻
訳
は
高
い
評
価
を
受
け
た
。
だ
が
、
長

編
は
抄
訳
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
」
と
記
す
。 

（
２
）
佐
藤
宗
子
「
少
年
少
女
の
時
代
｜
戦
後
に
お
け
る
「
教
養
形
成
」
の
対
象
」
『
千 

 
 

 

葉
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
』
第
五
七
巻 

二
〇
〇
九
年
三
月
。
「
指
導
さ
れ
る 

 
 

 

「
教
養
」
―
二
つ
の
少
年
少
女
向
け
世
界
文
学
全
集
に
み
る
「
文
学
」
の
役
割
」 

 
 

 
(

『
千
葉
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
』
第
五
八
巻 

二
〇
一
〇
年
三
月
）
は
、 

 
 
 
 
 
 

創
元
社
版
は
、
戦
後
民
主
主
義
の
啓
蒙
と
い
う
枠
組
み
の
な
か
で
、
一 

 
 
 
 
 

般
の
読
者
全
体
に
対
し
て
文
学
作
品
群
を
「
教
養
」
形
成
に
資
す
る
も
の 

 
 
 
 
 

と
し
て
提
供
し
、
彼
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
内
的
成
熟
を
記
念
し
て
い
る
。 

と
述
べ
る
。 

『世界少年少女文学全集』「古事記物語」の位相
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（
３
）
林
房
雄
（
一
九
〇
三
〔
明
治
三
六
〕
―
一
九
七
五
年
〔
昭
和
五
〇
〕
）
は
、
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
児
童
文
学
の
先
駆
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
『
文
芸
戦
線
』『
小
さ 

い

同
士
』
に
執
筆
。
戦
後
、
文
筆
家
と
し
て
公
職
を
追
放
さ
れ
る
時
期
を
経
て
、

一
九
五
〇
年
に
『
息
子
の
青
春
』
（
六
興
出
版
社
）
を
刊
行
。
本
稿
が
取
り
上

げ
た
「
古
事
記
物
語
」
は
、
そ
の
後
の
執
筆
と
な
る
。 

（
４
）
本
稿
で
は
、
鈴
木
三
重
吉
『
古
事
記
物
語
上
巻
』
赤
い
鳥
の
本 

第
一
冊
（
一
九 

 
 

 

二
〇
年
〔
大
正
九
〕
十
一
月 

赤
い
鳥
社
）
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
い
る
。
こ
こ
で 

 
 

 

は
「
序
」
を
引
用
し
た
。 

（
５
）
鈴
木
三
重
吉
の
『
古
事
記
物
語
』
上
の
「
序
」
も
、
「
私
は
こ
の
物
語
り
を
、

一
種
の
芸
術
作
品
と
し
て
、
少
年
少
女
諸
君
へ
と
共
に
、
私
の
す
べ
て
の
読
者

諸
君
に
捧
げ
る
。
」
と
書
き
起
こ
し
て
い
る
。
「
少
年
少
女
」
を
対
象
に
書
い

て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
な
の
だ
が
、
そ
れ
以
上
の
年
齢
も
対
象
と
す
る
可
能

性
を
示
唆
す
る
。 

（
６
）
市
瀬
ａ
「
小
学
校
国
語
教
育
に
求
め
ら
れ
る
『
伝
統
的
な
言
語
文
化
』
と
し
て 

 
 

 

の
児
童
文
学 

―
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た
『
い
な
ば
の
白
う
さ
ぎ
』
を
一
例
と
し 

 
 

 

て
―
」
『
梅
花
女
子
大
学
教
職
研
究
』
六 

二
〇
二
一
年
四
月
。
中
学
校
の
国
語 

 
 

 

教
育
に
求
め
ら
れ
る
「
伝
統
的
な
言
語
文
化
」
の
学
習
に
つ
い
て
は
、
市
瀬
ｂ 

 
 

 

「
中
学
校
国
語
教
育
に
お
け
る
和
歌
学
習
の
可
能
性
―
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た 

 
 

 

万
葉
歌
の
読
解
を
考
え
る
―
」
『
梅
花
女
子
大
学
教
職
研
究
』
三 

二
〇
一
八
年 

 
 
 

三
月
を
参
照
。 

（
７
）
例
え
ば
、
前
掲
注
（
６
）
の
市
瀬
ａ
が
と
り
あ
げ
た
、
「
舟
崎
克
彦
文
・
赤
羽 

 
 

 

末
吉
絵
『
い
な
ば
の
し
ろ
う
さ
ぎ
』
（
日
本
の
神
話
第
四
巻 

あ
か
ね
書
房 

一 

 
 

 

九
九
五
年
〔
平
成
七
〕
一
〇
月
）
は
、
古
典
文
学
の
読
解
へ
と
結
び
つ
く
作
品 

 
 
 

と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
、
「
谷
真
介
文
・
赤
坂
三
好
絵
『
い
な
ば
の
白
ウ
サ 

 
 

 

ギ
』
（
十
二
支
む
か
し
む
か
し
シ
リ
ー
ズ 

佼
成
出
版 

二
〇
〇
六
年
〔
平
成
一 

 
 

 

八
〕
一
〇
月
）
は
、
作
者
の
創
意
に
よ
っ
て
押
し
広
げ
ら
れ
た
神
話
世
界
が
形 

 
 
 

成
さ
れ
て
い
る
。
児
童
文
学
に
再
話
さ
れ
た
日
本
の
神
話
は
、
等
し
並
み
に
列 

 
 
 

挙
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
特
徴
に
応
じ
た
整
理
を
要
す
る
。 

（
８
）
小
島
憲
之
・
直
木
孝
次
郎
・
西
宮
一
民
・
蔵
中
進
・
毛
利
正
守
校
注
・
訳 

新
編 

 
 

 

日
本
古
典
文
学
全
集
『
日
本
書
紀
①
』
（
一
九
九
四
年
四
月 

小
学
館
）
を
テ
キ 

 
 

 

ス
ト
に
用
い
て
い
る
。 

（
９
）
巌
谷
小
波
編 

模
範
童
話
文
庫
２
『
海
幸
山
幸
』
（
「
凡
例
」
に
は
、
選
録
の
実

務
は
木
村
小
舟
が
行
い
、
室
野
素
月
が
挿
絵
を
担
当
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
） 

文
武
堂 

一
九
二
六
〔
大
正
十
五
〕
年
八
月
。
こ
れ
よ
り
早
い
例
は
、
巌
谷
小
波

編
『
学
校
／
家
庭 

教
訓
お
伽
噺
（
東
洋
之
部
）
』
（
博
文
館 

一
九
一
二
年
〔
明

治
四
十
五
〕
六
月
）
の
中
に
「
海
幸
山
幸
」
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
山

幸
彦
」
「
海
幸
彦
」
と
の
み
記
し
、
神
名
を
記
し
て
い
な
い
。 

（
10
）
喜
田
貞
吉 

日
本
児
童
文
庫
『
日
本
歴
史
物
語
（
上
）
』 

ア
ル
ス 

一
九
二
八 

 
 

 

年
〔
昭
和
三
〕
四
月
。 

（
11
）
大
木
雄
二
（
一
八
九
五
〔
明
治
二
十
八
〕
―
一
九
六
三
年
〔
昭
和
三
十
八
〕
）
『
日 

 
 
 

本
神
話
』 

金
の
星
社 

一
九
三
八
年
〔
昭
和
一
三
〕
十
月
。 

（
12
）
大
木
雄
二 

世
界
名
作
童
話
全
集
第
三
二
巻
『
日
本
神
話 

い
な
ば
の
白
う
さ
ぎ
』 

 
 

 
 

講
談
社 

一
九
五
一
年
〔
昭
和
二
十
六
〕
十
二
月
。 

（
13
）
本
稿
で
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集 

山
口
佳
紀 

神
野
志
隆
光 

校
注
・
訳 

者
『
古
事
記
』
（
一
九
九
七
年 

小
学
館
）
を
テ
キ
ス
ト
に
用
い
て
い
る
。
再 

話
と
比
較
し
や
す
い
よ
う
に
訓
読
文
を
使
用
し
た
。 

（
14
）
神
話
表
現
の
す
べ
て
が
優
先
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
「
海
幸

山
幸
」
で
は
、
『
古
事
記
』
が
「
火
遠
理
命
」
を
、 

 
 
 
 
 

爾
に
豊
玉
毘
売
命
、
奇
し
と
思
ひ
て
、
出
で
見
て
、
乃
ち
見
感
で
て
、
目 

 
 
 
 

 
合
し
て
、
其
の
父
に
白
し
し
く
、
「
吾
が
門
に
麗
し
き
人
有
り
。
」
と
ま 

 
 
 
 

 

を
し
き
。
爾
に
海
神
、
自
ら
出
で
見
て
、
「
此
の
人
は
、
天
津
日
高
の
御 

 
 
 
 
 

子
、
虚
空
津
日
高
ぞ
。
」
と
云
ひ
て
、
即
ち
内
に
率
て
入
り
て
（
以
下
略
）
、 

梅花児童文学, 29
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と
、
呼
び
分
け
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
「
こ
の
人
は
、
と
う
と
い
天
神
の
み
子
だ
」 

 
 

 
 

と
解
い
て
、
わ
か
り
や
す
さ
が
優
先
さ
れ
て
い
る
。 

（
15
）
一
九
一
九
年
〔
大
正
八
〕
八
月
（
大
阪
書
籍
）
『
尋
常
小
学
校 

国
語
読
本  

 
 

 
 
 

巻
五
』
か
ら
同
じ
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。 

 
(

16)
 

ジ
ェ
ー
ム
ス
夫
人
訳
「T

h
e H

are o
f In

ab
a.

」
（
英
語
版
）
一
八
八
六
年
〔
明 

 
 

 
 

 

治
十
九
〕
弘
文
社
。 

（
17
）
本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』
第
十
之
巻
（
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
九
巻 

昭
和
四 

 
 

十
三
年
七
月 

筑
摩
書
房
）
。 

 
(

18)
 

鴨
下
晁
湖
絵 

大
木
雄
二
文
『
い
な
ば
の
白
兎
』
（ 

講
談
社
の
繪
本 

大
日

本
雄
弁
会
講
談
社 

一
九
五
四
〔
昭
和
二
十
九
〕
）
年
八
月
。 

（
19
）
前
掲
（
９
）
書
『
学
校
／
家
庭 

教
訓
お
伽
噺
（
東
洋
之
部
）
』
（
一
九
一
二
年 

 
 
 

〔
明
治
四
十
五
〕
）
は
、
「
八
岐
の
大
蛇
」
に
「
櫛
稲
田
姫
」
と
記
し
て
い
る
。 

 
 

 

巌
谷
小
波
編
著
作
品
が
、
早
く
か
ら
日
本
の
神
話
を
再
話
し
、
普
及
さ
せ
て
い 

 
 

 

る
影
響
が
大
き
い
。 

（
20
）
前
掲
注
（
７
）
に
記
し
た
、
舟
崎
克
彦
文
・
赤
羽
末
吉
絵
「
い
な
ば
の
し
ろ
う 

 
 

 

さ
ぎ
」
が
、
「
ワ
ニ
」
の
解
釈
に
疑
問
を
示
し
て
、
「
ワ
ニ
ザ
メ
」
と
解
し
、 

 
 
 

挿
絵
に
サ
メ
を
描
い
て
い
る
。
以
前
の
同
話
作
品
を
参
考
に
し
た
様
子
は
う
か 

 
 
 

が
わ
れ
な
い
。 

（
21
）
前
掲
注
（
12
）
書
の
末
尾
に
記
さ
れ
た
「
『
い
な
ば
の
白
う
さ
ぎ
』
に
つ
い 

 
 
 

て
」
は
、
『
古
事
記
』
を
《
伝
承
説
話
》
と
捉
え
て
、 

（
前
略
）
た
ど
り
つ
い
た
と
こ
ろ
は
、
お
お
ら
か
な
、
素
朴
な
人
間
世
界

で
あ
り
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
み
ち
た
理
想
社
会
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
た
だ
、
作
品
の
一
つ
一
つ
が
、
わ
た
し
の
こ
の
言
葉
を
証
拠
だ
て

る
こ
と
が
で
き
た
か
ど
う
か
は
、
む
し
ろ
わ
た
し
の
ほ
う
で
教
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

と
記
し
て
い
る
。
同
時
代
に
再
話
さ
れ
た
作
品
で
あ
っ
て
も
、
『
古
事
記
』
を

〈
歴
史
〉
と
し
て
読
ん
で
い
た
「
林
古
事
記
物
語
」
と
は
異
な
る
視
点
が
示
さ

れ
て
い
る
。
複
眼
的
な
視
点
の
存
在
す
る
こ
と
が
留
意
さ
れ
る
。 

 
 

 
 

 

（
前
略
）
文
章
は
極
め
て
読
み
に
く
く
、
難
解
な
と
こ
ろ
が
す
く
な
く
あ 

 
 
 
 

 

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
の
ち
の
ち
ま
で
「
古
事
記
」
に
つ
い
て
、
国
学
者
の 

 
 
 
 

 

あ
い
だ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
と
研
究
が
行
わ
れ
た
ゆ
え
ん
で
も
あ
り
ま 

 
 
 
 

 

し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 

し
か
し
、
わ
た
し
は
そ
う
い
う
こ
と
に
こ
だ
わ
り
な
く
、
こ
の
本
を
書 

 
 
 
 

 

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
字
一
句
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
む
ず
か
し
く 

 
 
 
 

 

考
え
る
必
要
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
わ
た
し
は
書
か
れ
た
事
実 

 
 
 
 

 

と
、
そ
の
精
神
を
つ
か
む
こ
と
に
専
念
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
わ
た
し
な 

 
 
 
 

 

り
に
つ
か
ん
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。 

と
記
す
内
容
は
、
作
者
の
神
話
理
解
が
再
話
に
優
先
さ
れ
て
い
る
様
子
を
示
唆

す
る
。 

 
 
 
 
 

ギ
リ
シ
ア
神
話
な
ど
に
も
、
「
古
事
記
」
と
共
通
す
る
面
が
多
々
あ
る
よ 

 
 
 
 

 

う
に
思
わ
れ
る
の
で
す
。
人
間
の
考
え
の
お
よ
ば
な
い
こ
と
、
力
た
り
な 

 
 
 
 
 

い
と
こ
ろ
は
、
神
の
あ
ら
わ
れ
に
よ
っ
て
解
決
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、 

 
 
 
 
 

こ
れ
は
「
神
」
が
、
当
時
の
人
た
ち
の
理
想
で
あ
り
、
夢
で
あ
っ
た
か
ら 

 
 

 
 

 

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
も
、
い
ず
れ
も
神
と
よ
ば
れ
な
が
ら
、 

 
 
 
 
 

日
本
の
神
と
、
外
国
の
神
と
の
あ
い
だ
に
は
、
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
も
な
い 

 
 
 
 
 

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
こ
と
も
、
皆
さ
ん
に
よ
く
考
え
て
い
た
だ 

 
 
 
 
 

き
た
い
と
、
わ
た
し
は
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 

と
の
記
述
か
ら
は
、
世
界
の
文
学
の
中
で
、
日
本
の
神
話
を
考
え
る
視
野
が
開 

 
 

 
 

か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
時
代
の
特
徴
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

※
本
稿
の
着
想
は
、
「
絵
本
『
い
な
ば
の
白
ウ
サ
ギ
』
の
謎
」
『
開
い
て
み
よ
う
古
典

の
小
箱
』
（
勉
誠
出
版
刊 

二
〇
〇
四
年
七
月
）
に
は
じ
ま
る
。
今
回
は
、
そ
の
一

部
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。 

『世界少年少女文学全集』「古事記物語」の位相
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